
日本学術会議地域研究委員会 

縮小社会の地域構想分科会 

（第 26期 第９回）議事要旨 

 

日 時：2026年 9月 18日（金） 11:00～12:00 

会 場：愛媛大学城北キャンパス社会共創学部 CRI-2（愛媛県松山市文京町 3番）及びオ

ンライン会議システムも併用（ハイブリッド開催） 

出席者：中澤高志、矢野桂司、池口明子、井口 梓、石川 徹、石川義孝、片岡博美、木本

喜美子、小池司朗、近藤章夫、佐無田光、嶋田暁文、田原裕子、豊田哲也、中谷友

樹、橋本雄一、濱口伸明、宮町良広、山下 潤、由井義通、小山大介 

※下線はオンライン参加 

 

 

議事概要 

１．当日開催される公開シンポジウムの報告について 

中澤会員より、当日の午後に現地で開催されるシンポジウム「人口減少社会における地方

都市の未来価値―「縮充」という新しい地域モデル―」での報告内容について確認がなされ

た。 

 

２．「報告」のフォローアップと今後の活動方針 

中澤会員より、分科会として発出した「報告」のフォローアップ活動として、日本職業・

災害医学会と経済地理学会北東支部とのジョイント企画にて、すでに 7 月 7 日のプレシン

ポ（オンライン）での発表が行われたこと、12 月 5 日には仙台国際センターにて本セッシ

ョンが開催されるとの報告があった。また、日本学術会議の第 27期に向けた状況について

の言及もあった。 

 

３．第 27期に向けた展望 

第 26期の活動内容を振り返った後に、次期の分科会で検討していくテーマや内容につい

て意見交換が行われた。 

 

以上 


